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　杉ノ原保夫先生は本学定年規則により平成７年３月末をもって定年退職
されたのち，平成７年４月から９年３月まで再雇用の形で職に留まられ，
教授としての責を果たされた。退任後，経済学部教授会の総意をもって成
城大学名誉教授に推挙された。先生は昭和28年４月に成城学園高等学校教
諭に就任された後，昭和37年４月に成城大学経済学部専任講師に転じられ，
助教授，教授を務められたが，成城学園の教員としては実に44年の長きに
わたり尽力されたことになり，これは在職年数でおそらく最長の部類に属
する。
　本学経済学部教授会は，機関誌『成城大学経済研究』第143号を特別号
とし，『杉ノ原保夫名誉教授退任記念論文集』を編集することを決定した。
杉ノ原保夫教授は明年（平成11年）８月に古稀を迎えられるが，これを祝
すとともに，長年に亘る先生の学恩に衷心から感謝の意を表したいからで
もある。
　このような企画に対して，先生の半世紀に及ぶ最も新しい学友であられ
る小泉澄之教授そして本学部名誉教授の池田浩太郎・信岡資生両先生は快
く賛同され，力のこもった御論考をお寄せ下さった。編集に携わったわれ
われの深く喜びとするところである。無論，本学経済学部からも十指に及
ぶ方々の論考が寄せられ，またこのような企画では慣例となっているが，
先生の御経歴と御業績については先生自ら筆を執られ，われわれに御協力
いただいた。
　この記念論文集が上記の多くの方々の御協力を得て，このような浩瀚な
ものとなって上梓することができたのは，ひとえに先生の御人柄によるも
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のである。先生に捧げるのに恥かしくないものとなりえたことは，松江教
授・中條屋教授をはじめとする編集委員会の諸教授の御尽力によるもので
あることは特記しておきたい。
　先生は昭和４年に岡山県福山市で御誕生になり，福山市立東小学校
にこで生涯の友であられる信岡資生名誉教授に出会われたという）から，広島
県立誠之館中学校に入学後，陸軍大阪幼年学校を経て，誠之館中学校に復
学・卒業され，第六高等学校理科に進まれた後，東京大学理学部数学科を
御卒業になり，同大学院に進まれた。大学院進学に合わせて成城学園高等
学校数学科の教諭に就任され，数学を教えられた。37年４月に大学の経済
学部専任講師に就任され，数学・経済数学などを担当された。40年に助教
授，46年に教授に昇任され，研究教育活動に積極的に邁進・貢献される一
方，この間44年７月から45年２月までドイツ・フランクフルト大学および
ボン大学客員研究員を務められた。大学の管理運営面でも58年４月から61
年３月まで教務部長としての職を全うされ，入試改革などに尽力された。
　先生は教育者として卓抜した手腕を発揮され，数学の苦手な学生にも興
味が持てるような講義を常に心掛けられ，その実を挙げられた。また成城
大学のコンピュータ教育の導入にはとくに配慮され，今日の情報教育の基
礎を構築された。さらに課外活動にも理解を示され，文化部連合会の顧問
を務められたり，体育会自動車部の顧問として合宿に参加されるなどによ
って学生を親身になって指導された。自動車部の卒業生で組織される「轍
（わだち）会」の集りは先生を慕って多くの卒業生が集ることでよく知られ
ている。先生は退任にあたって研究室が隣であることの誼からと思われる
が，自動車部の顧問の仕事を小生に任された。およそ先生のような指導が
できるはずもなく唯々困惑している。
　先生の御専門である数学の分野については門外漢の小生に論ずることは
到底できないが，その研究テーマの一つはBanach空間の幾何学的性格で，
その凸性とノルム微分可能性を研究され，「Banach空間における不動点
　　　　　　　　　　　　　　　－２－
定理」（『経済と文化一成城大学経済学部創立40周年記念論文集－』所収）はその
代表的研究論文である。また，教育者としての側面を如実に表わしている
のが『文系のための線型数学』（志村利雄・芝岡泰光両氏との共著，東京図書，
昭和53年）という著書であり，このほか『ブルバキ　数学原論　積分１』
『同２』（清水達雄氏との共訳，東京図書，昭和43･ 44年），『ヴィクセル財政理
論研究』（池田浩太郎・池田浩史両氏との共訳，千倉書房，平成７年）の翻訳書
や，「ダヴィット・ヒルバルト　自然認識と論理」（『成城大学経済学部創立30
周年記念論文集』所収）などの翻訳をものされている。
　先生の御定年をもって基礎教育担当の昭和一桁世代の方はおられなくな
った。大学設置基準の大綱化以降,旧一般教育課程がなくなり基礎教育と
して位置付けられて，カリキュラム改革が持続的に行なわれている。経済
学部のカリキュラムにも一定の成果が生まれつつあるが，高等学校の「ゆ
とり重視」のカリキュラムの改革の余波は大学教育にも少なからず影響を
及ぼしている。このような時，先生の教育者としての識見を是非伺いたい
と思うのは学部の総意であろう。先生におかれては平成６年に先立たれた
最愛の奥様啓子様への想いとともに今後一層の御健勝と学問的御精進の実
られることを祈念するとともに，併せて経済学部のあるべき姿について今
後とも大所高所の御助言をわれわれ後輩に賜わることができれば幸いであ
る。最後に個人的な感慨をお赦し戴く。数年前に先生の山荘の近くに拙小
屋を建てたが，今後とも蓼科の四季を先生と末長く共有できることを喜び
としたいと願って止まない。
　　平成10年11月
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